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〔１〕次の説明文の括弧に適当な語句を入れて文章を完成せよ。（ (10×2 点=20 点) 

（１）センサを用いて物質成分の種類を特定する手法を（①），さらにそれらの成分の含有量を決

定する手法を（②）と呼び、これらの手法の総称を（③）と呼ぶ。 

（２）ぺルチエ効果は異なる２種の金属や半導体の（④）に電流を流すと、接点部で（⑤）の起こ

る現象である。 

（３）定義や法則に基づいて，（⑥）を組み合わせて作られる量を（⑦）、その単位を（⑧）と呼ぶ。 

(４)工作の仕上面の断面を拡大すれば（⑨）が表れる。この凹凸の程度を（⑩)）という。 

 

解答：①定性分析, ②定量分析, ③機器分析法, ④接点, ⑤発熱や吸熱, ⑥基本量, ⑦組立量，⑧組

立単位，⑨凹凸, ⑩)表面粗さ  

 

〔２〕次の物理量の次元を長さ[L]，質量[M]，時間[T]で示せ．(5×2 点=10 点) 

  (1) 仕事 (2) 力 (3) 圧力 (4) 運動量 (5)加速度 

 

解答：(1) 仕事：[ML2T-2]，(2) 力：[MLT
-2
]，(3) 圧力： [ML-1T-2]，(4) 運動量： [MLT

-1
]， 

(5) 加速度：[LT
-2
] 

 

〔３〕次の用語を説明せよ(5×4 点＝20 点) 

  (1) ピエゾ抵抗効果 (1) ゼーベック効果 (3) 誤差 (4) 精密さ (5) 正確さ 

 

解答： 

 (a) 1本の金属線にあらゆる方向から圧力が加わると電気抵抗が変化することをピエゾ抵抗効果と

いう。 

 (b) 2種類の金属線の両端を接続して作った閉回路の接合点に温度差を与えたとき電流が流れる効

果をゼ－ベック効果という。 

(c)測定値から真の値を引いたものを誤差という 

(d)測定値のばらつきの小さい程度を精密さという 

(e)測定値の偏りの小さい程度を正確さという 

 

〔４〕次の問いに答えよ．（2×5点=10 点） 

(1) 光てこによる微小変位測定の原理を説明せよ 

 (2) 計測法の偏位法と零位法の長短についてそれぞれ説明せよ 
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〔６〕釣具に定数 k (kg/s2)のばねが釣り下がり、その下方に質量 m(kg)の物体を結ぶ。ばねの自然長の

状態から物体を長さ x (m)だけ下へ延ばし、静かに手を離すと物体は振動運動を始める。このときの

振動の周期 T(s) を次元解析により求めよ。ただし、物理量の次元は長さ x(m)：[L]，質量 m(kg)：[M]，

時間 s(周期 T(s)）：[T]とする。(10 点) 

  

解答： まず周期 T (s)と他の物理量との関係を 

 mxCkT         (1) 

と仮定する。ただし C は無次元の定数とする。また、周期 T (s)の次元は[T]、k(kg/s2)の次元

は[MT-2]、x(m)の次元は[L]、m(kg)の次元は[M]であるので、式(1)を物理量の次元で表すと 

])[(][ 2  MLMTT     (2) 

となる。ここで、式(2)の両側の次元を比較して、 12,0,0   となり、 

すなわち、
2

1
,0,

2

1
   が得られる。 

          ∴ 
k

m
CmCkT   2/12/1  


